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（長崎労働局の取り組み）
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政府の進める物流革新に向けた政策パッケージ
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発注者となり得るすべての業種の

企業向けに、物流の2024年問題で生

じうる影響や物流業務の発注時に配

慮いただきたい内容をセミナー形式

で県内各地で実施している。

諫早会場：11月12日（火）14時～

物流業務の発注側企業に対する協力要請の実施

道路貨物運送事業（自動車運転者）については、脳心臓疾患・精神疾患の労災保険請求件数が全業種の中でも多く、長年、労働者の長時間労働

による健康障害が問題となっていたことから、働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（平成30年法律第71号）による労働基準

法の改正に伴い、令和６年４月から時間外労働の上限時間の規制が適用された。これに伴い、運送企業には長時間労働削減の取り組み実施を促進

してきたところであるが、これらの企業単独の取り組みでは限界があり、貨物の発着荷主の協力が必要不可欠となることから、運送企業への長時

間労働の削減に向けた配慮及び協力を促進させるための要請を行うもの。

関係行政機関と関係業界団体の連名で、主要団体に対して労働局長及び関

係行政機関等から各団体に対して手交する。（報道機関からの撮影・取材等

も可能）

１ 要請手法

趣
旨
目
的

日時：11月13日（水）11時から

場所：長崎商工会議所内（長崎市桜町４番１号 ２F）

メディア関係者の撮影・取材は可

対象：長崎県商工会議所連合会（会長）、長崎県経営者協会（専務理事）

長崎県商工会連合会（会長）、長崎県中小企業団体中央会（会長）

※要請書や要請写真などは後日労働局HPに公表予定。翌月以降の労働基準監督署の監督

指導時等の機会に事業場へ提示して周知・協力要請等に活用することも検討。

２ 要請対象と日時

厚生労働省 長崎労働局 局長

国土交通省 九州運輸局 局長

国土交通省 九州地方整備局 局長

経済産業省 九州経済産業局 局長

公正取引員会 九州事務所 所長

一般社団法人長崎県建設業協会 会長

公益社団法人長崎県トラック協会 会長

長崎県（土木部長、地域振興部長） 順不同

３ 要請者

４ セミナーの実施



発注者（発着荷主）への要請事項の概要
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検索物流改善パンフレット

 貨物の発荷主（依頼主）と着荷主（受取主）の都合によりトラックドライバー
が長時間の荷待ちとならないよう改善する取り組みをお願いしています。

 安定した輸送力を確保・持続可能な物流を実現するための「標準的な運賃」へ
のご理解を求めています。

 物流業者とやり取りを行う担当者に自動車運転者の改善基準告示等の内容を周
知することを求めています。

 待機料や高速代を出してほしいと荷主にお願いして
も拒否され、運賃も国が定めた運賃の半分も出して
くれません。この荷主を指導してください！

 毎回指定された時間に荷主の現場に行くのですが、
実際積み込みを始めるまで３～４時間も待たされま
す。状態的に指定時間がおかしい！この荷主を摘発
してください！

 伝票が出来ていないと言う理由で何時間も当たり前
に待たされます。出荷準備も出来ていない荷物なの
にトラックを手配しないで欲しい！

運送業者からの荷主に関する通報内容

検索標準的な運賃



物流の2024年問題への課題に対する全国の荷主企業の工夫・対策事例
事例１ 荷主企業 F社の取り組み 一部抜粋
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物流の2024年問題への課題に対する全国の荷主企業の工夫・対策事例
事例２ 荷主企業 G社の取り組み 一部抜粋
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物流の2024年問題への課題に対する全国の荷主企業の工夫・対策事例
事例３ トラック事業者C社と荷主企業の協力した取り組み 一部抜粋
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働き方改革推進支援助成金の活用促進
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初期導入費：100万円

助成金：100万円×4/5＝80万円

実質負担：20万円

生産性を向上させ、時間外労働の削減等に取り組む中小企業事業主を対象として、労働能率向上に寄与する設備、

IT機器等の導入、専門家によるコンサルティングなどの経費を一部助成する働き方改革推進支援助成金の活用促進を

通じて、企業の業務効率化の取組みを後押しする。

交付

申請

計画

実行

支給

申請

＜助成金支給までの流れ＞

＜助成金による導入費用軽減例＞＜助成金活用例１＞

（パレットの導入）

＜長崎県内における利用実績＞

令和５年度：24件（うち運送業は1件）

令和６年度（10月18日時点）：33件（うち運送業は0件）

＜助成金活用例２＞

（バース予約システムの導入）
交付

決定



過労死等防止対策推進シンポジウムの開催

9

過労死等を防止することの重要性について、県民の自覚を促し、関心と理解を深めるための啓発活動として、「過

労死等防止対策推進シンポジウム」を11月30日に開催。

１ 日時：２０２４年１１月３０日（土） １４：００～１６：００

２ 場所：出島メッセ長崎 会議室１０２

３ プログラムの内容
（1）基調講演

テーマ 「パワハラの発生は予防できるのか？過労死のない社会を目指して」

講 師 神奈川県立保健福祉大学大学院
ヘルスイノベーション研究科 教授 津野香奈美

（2）過労死遺族による体験談発表

お申込みはこちらから



労働局・労働基準監督署と働き方改革推進支援センターとの協働による支援
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長崎労働局・労働基準監督署においては、時間外労働の上限規制等をはじめとする働き方改革関連法の理解を深め
るため、企業への個別訪問や各種機会をとらえての説明会等において助言指導を実施している。また、長崎働き方改
革推進支援センター（労働局委託事業）においては、専門家の派遣等により長時間労働の削減など働き方の見直しに
対する相談対応・助言支援を実施している。

＜働き方改革推進支援センターの概要＞



長崎労働局における「人材確保対策コーナー」の紹介

人材確保対策コーナーとは・・・

医療・福祉、建設、警備、運輸分野等の人材不足分野の職種について、
求人者・求職者の両面から人材確保支援を行う総合専門窓口として、長崎と佐世保のハローワークに設置しています。

～求人者支援～

・求人者への求人充足に向けた助言・指導

（求人充足プランの策定）

・事業所見学会、就職面接会等の開催

・雇用管理改善等コンサルタントの活用 等

主な支援内容

～求職者支援～

・予約制、担当者制によるきめ細かな

職業相談、職業紹介

・求人情報の提供、最新の業界動向、

仕事の内容や魅力等の情報発信 等

～関係団体等との連携等による取組～

・マッチング促進のためのイベントの実施

・取組の周知・広報 等

※コーナー設置所（長崎・佐世保）以外のハローワークにおいては、求人者・求職者に対し、コーナー利用勧奨、設置所との連携による支援を実施しています。

HW佐世保ならではの支援
（設置：令和元年度～）

HW長崎ならではの支援
（設置：平成30年度～）

事業所向けセミナー

「求職者の目に留まる

求人票の作成支援」

・職場定着の秘訣

・助成金について 等

求職者の

目に留まる場所に設置！

〈放映場所〉

・雇用保険説明会

・事業所ミニ面談会

・職業相談フロアー
設置モニター

未経験者歓迎面談会

事業所PRボード

事業所作成PR動画の放映

面談会参加事業所の

求人票では伝えきれない

PRポイントを視覚的に！

採用担当者が気になる・・

をお伝えしています！

事業所PRシートの作成

窓口への掲示、求職者へ求

人票と併せて郵送すること

で応募率UPを狙います！

全紹介窓口職員にも共有す

ることで、職業相談時に魅

力を発信しています！

参加企業の魅力的な情報を

まとめた開催案内チラシを

作成し、案内しています！

＼平均参加者数は16名／

事業所PR（デジタルサイネージ）

待合席の目立つ場所に

事業所PRシートの放映を

行っています！


